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これからの地域における学校との協働体制の在り方について（イメージﾞ案） 
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   平成２９年度までに、全ての小学校区において、放課後子供教室や、学校支援地域本部などの事業活動とともに 
   地域が学校と組織的・継続的に連携・協働する体制を構築 

  目標１  【体制整備】 

 
将来的には、「学校支援」を超えたパートナー関係を築き、地域と学校が共に創る教育を実現 

        ★教育課程の実施への協力、 ★放課後や土曜日の活動への支援、★学校支援活動、★地域課題の解決  など 

  目標２  【名実ともにパートナーへ】 

（第２期教育振興基本計画期間） 

Ｈ２８概算要求：○ 全ての小学校区に地域コーディネーターを配置 
           ○ 市町村ごとに統括コーディネーターを配置（未実施地域における取組実施を加速化するとともに、地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの 
            資質や 取組の質の向上を図る） 
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